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Social Welfare Organization Imperial Gift Foundation, Inc.  Hitachiomiya Saiseikai Hospital

土曜日（第2・4を除く）、日曜日、祝日

午前 8：30～11：00
※ 診療科により受付時間・曜日が異なる場合がありますのでお問い合わせください。

外来受付時間

診療科目

休 診 日

月～金土
（祝日を除く）

内科 / 循環器内科 /呼吸器内科 /消化器内科
内分泌・代謝内科（糖尿病・脂質異常症）/ 小児科 / 外科
消化器外科 /整形外科 /脳神経外科 /泌尿器科 /肛門外科
形成外科 /皮膚科 / 放射線科 /リハビリテーション科

http://ho-saisei.jp

予約の変更は
月～金

予約
担当

午後 1：00～5：00
☎0295-52-5151

お知らせ・休診情報
最新情報はこちらで

茨城県 常陸大宮市 田子内町３０３３番３〒319-2256

FAX
0295-52-5725☎ 0295-52-5151
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特集 夏の不調にご用心！
●夏の不調にご用心！　熱中症特集
●Ｄｒインタビュー「 脳神経外科　楠医師」
●こんにちは！ 常陸大宮済生会病院です「臨床検査科」
●Oh!miya topics ほか
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わたしたち常陸大宮済生会病院と
皆さんを結ぶ広報誌
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【材 料】一人分

管理栄養士
のコメント

　夏バテ対策として重要な栄養素はビタミン B 群、特にビタミン B1 です。ビタミン B1 は炭水化物に含ま

れる糖質をエネルギーに変えるとともに、老廃物を代謝して疲労を回復させてくれる働きがあります。ビタ

ミンB1を多く含む食品には豚肉や豆類、ナッツ類、未精製の穀類などがあります。また、にんにく、にら、ねぎ、

玉ねぎにはビタミンB1の吸収を助ける作用のある成分が含まれており、一緒に食べると効果的です。しかし、

ビタミン B1 はアルコールや糖分の多いお菓子類の摂取などで多く消費されてしまうので、アルコールの飲

み過ぎや間食の摂り過ぎには注意しましょう。

　今回のレシピで使用したビタミン B１の多い食材として、豚肉（特にヒレ肉やモモ肉の赤身に多い）、大豆、

くるみ、吸収を高める食材としてにんにくと玉ねぎを使用しています。主食には、白米よりビタミン B1 の

多い胚芽米や七分つき米にするとより多くビタミン B1 を摂取することが出来ます。

1 豚肉に塩・こしょうをし、薄力粉をまぶす。
2 フライパンに油 1/2 杯とスライスしたにんにく、玉ねぎを入れ炒める。
3 にんにくと玉ねぎを一旦取り出し、残りの油 1/2 杯を加え豚肉を両面焼く。
4 豚肉が焼けたら玉ねぎとにんにくをフライパンへ戻し、赤ワインを加えてさっと煮立て、
　 ケチャップ、 中濃ソース、大豆水煮を加える。

☆ 豚肉（ヒレ肉がお勧め）・・・・・・ 80ｇ
☆ 塩・こしょう ・・・・・・・・・・・・・・・ 少々
☆ 薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1/2 杯
☆ にんにく ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一かけ
☆ 玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40ｇ
☆ 大豆水煮 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30ｇ
☆ サラダ油 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1杯
☆ 赤ワイン（日本酒でも○）・・・・・・ 大さじ1杯
☆ ケチャップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1杯
☆ 中濃ソース ・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1/4 杯

● 付け合せ：南瓜のソテー、インゲンのくるみ和え

大豆入りポークケチャップ

夏バテ対策レシピ 美味しく食べて夏を元気に乗り切りましょう！

脱水時の水分・塩分・糖分補給に！

経口補水液

【注意】カロリー制限・塩分制限のある方は飲む前に主治医にご相談ください

　じめじめとした梅雨も終わり、いよいよ夏本番です。海や山への行楽、お祭りや花火大会などイベントも多い季節ですが、毎日の暑さにグッ

タリしていては楽しめませんね。

　今回の済生おおみやは「夏の不調」と題しまして、夏に陥りやすい熱中症の見分け方や対処方法、また自宅で作れる経口補水液、夏バテ

予防のレシピ等をお届けします。参考にしていただき、元気に夏を乗り切りましょう！

　そもそも「熱中症」とはどのような不調なのでしょうか？

　熱中症とは暑い環境で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体内の調

整機能がうまく働かなくなった場合などに発症する障害のことです。聞き慣れた

身近な症状ですが、死に至る可能性のある恐ろしい健康障害なのです。もちろん予防法を知っていれば防

ぐことができますし、応急処置を知っていれば救命できます。

　そのためにも、身近にある危険な健康障害「熱中症」について正しく知っておく必要があるのです。

脱水時は市販の経口補水液が基本
ですが、どうしても手に入らない
場合は、自宅で簡易の経口補水液
を作ることができます。

　熱中症は生命にかかわる病気ですが、予防法を知っていれば防ぐことができます。日常生活にお

ける予防は脱水と体温の上昇を抑えることが基本です。

　人間には皮膚血管拡張と発汗による体温調整がありますが、35℃を超えるような暑さのなかでは

効果を発揮することが難しくなります（汗のもととなる体の水分量を維持することが重要になります）。ですので体温の上昇を

抑えるために、薄着になる、日陰に移動する、水浴びをする、冷房を使うなど暑さから逃れる行動が大切となります。

　熱中症かな？と思ってもなかなか判断がつかない場合があるかと思います。

　以下の症状が現れた場合は、熱中症の可能性がありますので要注意です。

● 手足がしびれる

● めまい、立ちくらみがある

● 筋肉のこむら返りがある（痛い）

● 気分が悪い、ボーっとする

重症度　Ⅰ度
● 頭ががんがんする ( 頭痛）

● 吐き気がする・吐く

● からだがだるい ( 倦怠感）

● 意識が何となくおかしい

重症度　Ⅱ度
● 意識がない

● 呼びかけに対し返事がおかしい

● 真直ぐに歩けない・走れない

● 体が熱い

重症度　Ⅲ度

暑さを避けましょう こまめな水分補給 急に暑くなる日に注意 暑さに備えた体作り 体調管理が重要 お互いに配慮
・暑い日に無理しない
・涼しい場所に避難
・我慢せずに冷房
・ゆったりした衣服

・のどが乾く前に飲む
・起床時、入浴前後も
・アルコール飲料は
   水分補給にならない

・梅雨明けすぐなど
 急激に暑くなった
 日などは体がまだ
 暑さになれていな
 いので要注意

・「やや暑い環境」で
 「ややきつい」と
 感じる強度で
 毎日30分程度の
 運動（ウォーキング
 など）が効果的です

・風邪での発熱や
 下痢などは脱水に
 なりやすいので
 暑い環境に注意！
 二日酔いも
 危険です

・体調不良は正直に
 申告しましょう
・お互いの体調に
 注意して、声を
 掛け合いましょう

出典：環境庁環境保健部環境安全課、熱中症環境保健マニュアル（2011 年 5月改訂版）

1 水を500ｍL用意する
2 砂糖20ｇ・食塩1.5ｇを良く溶かす

● 一気に飲まない
● １０分間に100ｍL（コップに半分）
 くらいずつ飲む

1 冷蔵庫で保存する
2 作った補水液は当日中に飲む 水 500mL（水道水でOK!）

作り方

保  存

飲む際
の
注 意

20g
砂糖

1.5g
塩

● 「暑い」と感じにくくなる。
● 発汗量・皮膚血流量が減少する。
● 体内の水分量が減少する。
● のどの渇きを感じにくくなる。　など

● のどが乾かなくても水分補給をする
● 部屋の温度をこまめに測る
● １日１回汗をかく運動
　 （発汗能力維持・運動習慣・体力作り）

高齢者が熱中症にかかりやすい理由 高齢者が特に気をつけること

（小さじ1/4 強）

（大さじ2強）
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の不調にご用心夏
そもそも
熱中症って？

高齢者に
多い熱中症

熱中症に
ならないために

熱中症の
主な症状は？

こ…こわい

体温の冷却は

できるだけ早く

が大切！

熱中症！

侮るなかれ

気をつけて

くださいね

涼しいところで一休み。

冷やした水分・塩分を補給しましょ

う。誰かがついて見守り、良くなら

なければ、病院へ

←重症度Ⅰ度の処置に加え、

衣服をゆるめ、体を積極的

に冷しましょう。

救急車を呼んでください。

到着まで、涼しい場所へ避難し、

服をゆるめ体を冷やす。

（応急処置が大切です。）

到着まで、涼しい場所へ避難し、
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作
り
方

【材 料】一人分

管理栄養士
のコメント

　夏バテ対策として重要な栄養素はビタミン B 群、特にビタミン B1 です。ビタミン B1 は炭水化物に含ま

れる糖質をエネルギーに変えるとともに、老廃物を代謝して疲労を回復させてくれる働きがあります。ビタ

ミンB1を多く含む食品には豚肉や豆類、ナッツ類、未精製の穀類などがあります。また、にんにく、にら、ねぎ、

玉ねぎにはビタミンB1の吸収を助ける作用のある成分が含まれており、一緒に食べると効果的です。しかし、

ビタミン B1 はアルコールや糖分の多いお菓子類の摂取などで多く消費されてしまうので、アルコールの飲

み過ぎや間食の摂り過ぎには注意しましょう。

　今回のレシピで使用したビタミン B１の多い食材として、豚肉（特にヒレ肉やモモ肉の赤身に多い）、大豆、

くるみ、吸収を高める食材としてにんにくと玉ねぎを使用しています。主食には、白米よりビタミン B1 の

多い胚芽米や七分つき米にするとより多くビタミン B1 を摂取することが出来ます。

1 豚肉に塩・こしょうをし、薄力粉をまぶす。
2 フライパンに油 1/2 杯とスライスしたにんにく、玉ねぎを入れ炒める。
3 にんにくと玉ねぎを一旦取り出し、残りの油 1/2 杯を加え豚肉を両面焼く。
4 豚肉が焼けたら玉ねぎとにんにくをフライパンへ戻し、赤ワインを加えてさっと煮立て、
　 ケチャップ、 中濃ソース、大豆水煮を加える。

☆ 豚肉（ヒレ肉がお勧め）・・・・・・ 80ｇ
☆ 塩・こしょう ・・・・・・・・・・・・・・・ 少々
☆ 薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1/2 杯
☆ にんにく ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一かけ
☆ 玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40ｇ
☆ 大豆水煮 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30ｇ
☆ サラダ油 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1杯
☆ 赤ワイン（日本酒でも○）・・・・・・ 大さじ1杯
☆ ケチャップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1杯
☆ 中濃ソース ・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ1/4 杯

● 付け合せ：南瓜のソテー、インゲンのくるみ和え

大豆入りポークケチャップ

夏バテ対策レシピ 美味しく食べて夏を元気に乗り切りましょう！

脱水時の水分・塩分・糖分補給に！

経口補水液

【注意】カロリー制限・塩分制限のある方は飲む前に主治医にご相談ください【注意】カロリー制限・塩分制限のある方は飲む前に主治医にご相談ください

　じめじめとした梅雨も終わり、いよいよ夏本番です。海や山への行楽、お祭りや花火大会などイベントも多い季節ですが、毎日の暑さにグッ

タリしていては楽しめませんね。

　今回の済生おおみやは「夏の不調」と題しまして、夏に陥りやすい熱中症の見分け方や対処方法、また自宅で作れる経口補水液、夏バテ

予防のレシピ等をお届けします。参考にしていただき、元気に夏を乗り切りましょう！

　そもそも「熱中症」とはどのような不調なのでしょうか？

　熱中症とは暑い環境で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体内の調

整機能がうまく働かなくなった場合などに発症する障害のことです。聞き慣れた

身近な症状ですが、死に至る可能性のある恐ろしい健康障害なのです。もちろん予防法を知っていれば防

ぐことができますし、応急処置を知っていれば救命できます。

　そのためにも、身近にある危険な健康障害「熱中症」について正しく知っておく必要があるのです。

脱水時は市販の経口補水液が基本
ですが、どうしても手に入らない
場合は、自宅で簡易の経口補水液
を作ることができます。

　熱中症は生命にかかわる病気ですが、予防法を知っていれば防ぐことができます。日常生活にお

ける予防は脱水と体温の上昇を抑えることが基本です。

　人間には皮膚血管拡張と発汗による体温調整がありますが、35℃を超えるような暑さのなかでは

効果を発揮することが難しくなります（汗のもととなる体の水分量を維持することが重要になります）。ですので体温の上昇を

抑えるために、薄着になる、日陰に移動する、水浴びをする、冷房を使うなど暑さから逃れる行動が大切となります。

　熱中症かな？と思ってもなかなか判断がつかない場合があるかと思います。

　以下の症状が現れた場合は、熱中症の可能性がありますので要注意です。

● 手足がしびれる

● めまい、立ちくらみがある

● 筋肉のこむら返りがある（痛い）

● 気分が悪い、ボーっとする

重症度　Ⅰ度
● 頭ががんがんする ( 頭痛）

● 吐き気がする・吐く

● からだがだるい ( 倦怠感）

● 意識が何となくおかしい

重症度　Ⅱ度
● 意識がない

● 呼びかけに対し返事がおかしい

● 真直ぐに歩けない・走れない

● 体が熱い

重症度　Ⅲ度

暑さを避けましょう こまめな水分補給 急に暑くなる日に注意 暑さに備えた体作り 体調管理が重要 お互いに配慮
・暑い日に無理しない
・涼しい場所に避難
・我慢せずに冷房
・ゆったりした衣服

・のどが乾く前に飲む
・起床時、入浴前後も
・アルコール飲料は
   水分補給にならない

・梅雨明けすぐなど
 急激に暑くなった
 日などは体がまだ
 暑さになれていな
 いので要注意

・「やや暑い環境」で
 「ややきつい」と
 感じる強度で
 毎日30分程度の
 運動（ウォーキング
 など）が効果的です

・風邪での発熱や
 下痢などは脱水に
 なりやすいので
 暑い環境に注意！
 二日酔いも
 危険です

・体調不良は正直に
 申告しましょう
・お互いの体調に
 注意して、声を
 掛け合いましょう

出典：環境庁環境保健部環境安全課、熱中症環境保健マニュアル（2011 年 5月改訂版）

1 水を500ｍL用意する
2 砂糖20ｇ・食塩1.5ｇを良く溶かす

● 一気に飲まない
● １０分間に100ｍL（コップに半分）
 くらいずつ飲む

1 冷蔵庫で保存する
2 作った補水液は当日中に飲む 水 500mL（水道水でOK!）

作り方

保  存

飲む際
の
注 意

20g
砂糖

1.5g
塩

● 「暑い」と感じにくくなる。
● 発汗量・皮膚血流量が減少する。
● 体内の水分量が減少する。
● のどの渇きを感じにくくなる。　など

● のどが乾かなくても水分補給をする
● 部屋の温度をこまめに測る
● １日１回汗をかく運動
　 （発汗能力維持・運動習慣・体力作り）

高齢者が熱中症にかかりやすい理由 高齢者が特に気をつけること

　 （発汗能力維持・運動習慣・体力作り）

（小さじ1/4 強）

（大さじ2強）

の不調にご用心夏
そもそも
熱中症って？

高齢者に
多い熱中症

熱中症に
ならないために

熱中症の
主な症状は？

こ…こわい

体温の冷却は

できるだけ早く

が大切！

熱中症！

侮るなかれ

気をつけて

くださいね

涼しいところで一休み。

冷やした水分・塩分を補給しましょ

う。誰かがついて見守り、良くなら

なければ、病院へ

←重症度Ⅰ度の処置に加え、

衣服をゆるめ、体を積極的

に冷しましょう。

救急車を呼んでください。

到着まで、涼しい場所へ避難し、

服をゆるめ体を冷やす。

（応急処置が大切です。）
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｜
｜ 

今
回
の
広
報
誌
で
は
「
夏
の
不

調
」
を
特
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
脳
神

経
外
科
に
関
わ
る
夏
の
不
調
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

楠
医
師 

皆
さ
ん
脳
卒
中
は
、
冬
に
多

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
季
節
に
は

あ
ま
り
関
係
な
く
、
気
温
や
気
圧
の
急

激
な
変
化
に
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

脱
水
症
状
は
、
熱
中
症
と
同
様
に
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
い
脳
梗
塞
の
発
症

の
誘
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
夏
は

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

片
頭
痛
は
、
気
圧
の
急
激
な
低
下
す

る
時
に
多
い
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

台
風
の
接
近
し
始
め
に
注
意
で
す
。

　

実
際
「
頭
痛
ー
る
」
と
い
う
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
が
あ
り
、
気
圧
変
化
の
予
報
で

片
頭
痛
の
起
こ
り
そ
う
な
時
間
帯
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

｜
｜ 「

頭
痛
―
る
」　
直
球
な
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
す
ね
！
試
し
て
み
た
い
で
す
！

｜
｜ 

で
は
次
に
、
院
内
に
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

楠
医
師 

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
と
は
、
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
作
り
出
す
天
然
の
た
ん

ぱ
く
質
（
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
ト
キ
シ
ン
）
を

有
効
成
分
と
す
る
薬
を
筋
肉
内
に
注
射

す
る
治
療
法
で
す
。

　

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
ト
キ
シ
ン
に
は
、
筋
肉

を
緊
張
さ
せ
て
い
る
神
経
の
働
き
を
抑

え
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
注
射
を
す
る

と
筋
肉
の
緊
張
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
、

食
中
毒
の
原
因
菌
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

菌
そ
の
も
の
を
注
射
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
菌
に
感
染
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
治
療
の
適
応
と
な
る
の
は

①
手
足
（
上
肢
・
下
肢
）
の
痙
縮
：
脳

卒
中
の
後
遺
症
で
み
ら
れ
る
手
足
の

筋
肉
の
ツ
ッ
パ
リ
。

　

効
果
と
し
て
は
、ツ
ッ
パ
リ
の
緩
和
。

ま
た
、
治
療
に
よ
り
日
常
生
活
動
作
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
や
す
く

な
り
ま
す
。
痛
み
も
抑
え
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。
介
護
者
に
と
っ
て
も
体
位
交

換
・
着
替
え
な
ど
が
、
や
り
易
く
な
り

ま
す
。

　

こ
の
効
果
は
、
発
症
か
ら
の
期
間
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
経
っ
て
い
て

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
肢
体
不
自
由
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
医
療
費
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。
外
来
に
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

②
眼
瞼
け
い
れ
ん
：
瞼
が
下
が
っ
て
し

ま
う
病
気
。

③
片
側
顔
面
け
い
れ
ん
：
ど
ち
ら
か
の

顔
の
筋
肉
が
発
作
的
収
縮
を
繰
り
返

す
病
気

④
痙
性
斜
頚
：
首
が
斜
め
に
曲
が
っ
て

し
ま
う
病
気
で
す
。

⑤
そ
の
他
と
し
て
、
多
汗
症
・
斜
視
・

小
児
脳
性
麻
痺
に
よ
る
下
肢
痙
縮
な

ど

　

な
お
⑤
の
疾
患
に
つ
い
て
は
、
現
在

当
院
で
は
施
行
出
来
兼
ね
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
の
効
果
は

３
〜
４
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
な
使
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

｜
｜ 

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
は
幅
広
い
疾

患
に
対
し
て
使
用
で
き
る
の
で
す
ね
。

対
象
と
な
る
か
な
ど
、
外
来
等
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

｜
｜ 

続
き
ま
し
て
、
９
月
か
ら
開
始

し
ま
す
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

楠
医
師 

脳
ド
ッ
ク
は
、
脳
卒
中
（
脳

梗
塞
、
脳
出
血
、
ク
モ
膜
下
出
血
）
予

防
を
主
眼
と
し
た
脳
の
健
康
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
検
診
で
す
。（
物
忘
れ
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
も
オ
プ
シ
ョ
ン
で
受
け
ら
れ
ま

す
。）
検
査
項
目
は
、
窓
口
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
だ
け
で
は
な
く
、

血
液
検
査
や
心
電
図
な
ど
脳
に
関
わ
る

各
種
検
査
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
検
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
後
日
面
談
に
て
詳

し
く
説
明
し
、
報
告
書
は
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
・
高
年
の
方
は
、
是
非
お
受
け
く

だ
さ
い
。「
受
け
て
よ
か
っ
た
。・・
」と
、

言
っ
て
い
た
だ
け
る
《
脳
ド
ッ
ク
》
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
、
常
陸
大
宮
市
の

「
脳
ド
ッ
ク
検
診
料
補
助
事
業
」
に
参

加
い
た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
検
査
項
目

は
、
頭
部
・
頸
椎　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
／
頭
頚
部

Ｍ
Ｒ
Ａ
の
検
査
の
み
で
す
。（
簡
易
脳

ド
ッ
ク
で
す
）
あ
わ
せ
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

｜
｜ 

脳
ド
ッ
ク
に
関
し
ま
し
て
は
、

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

｜
｜ 

で
は
、
最
後
に
外
来
の
ご
紹
介

と
、
今
後
の
脳
神
経
外
科
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

楠
医
師 

脳
神
経
外
科
外
来
の
診
療
は
、

現
在
、
脳
神
経
外
科
一
般
外
来
と
し
て

月
〜
金
曜
日
（
木
曜
日
を
除
く
午
前
）

土
曜
日
午
前
（
第
２
・
４
）
私
、
楠

火
曜
日
午
後　

岡
崎
医
師
が
、
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、『
頭
痛
外
来
』『
て
ん
か
ん
外

来
』『
物
忘
れ
外
来
』
な
ど
の
特
殊
外

来
を
、
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

｜
｜ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
、
脳
神

経
外
科
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
趣

味
の
お
話
や
、
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
楠
医
師
の
お
人
柄
が
垣
間
見
え
る

お
話
を
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
広
報
委
員
会
）
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｜
｜ 

ド
ク
タ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
今
回

は
、
４
月
よ
り
脳
神
経
外
科
を
ご
担
当

頂
い
て
お
り
ま
す
。
楠
先
生
に
お
話
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
診
療
科
の
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
先
生
ご
自
身
に
つ

い
て
も
是
非
お
き
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

楠
医
師 

脳
神
経
外
科　

楠　

浩
（
く

す
の
き　

ひ
ろ
し
）
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

出
身
校
は
、
土
浦
第
一
高
等
学
校
・

自
治
医
科
大
学
医
学
部
で
す
。
初
期
研

修
は
茨
城
県
立
中
央
病
院
に
２
年
間
、

そ
の
後
、
北
茨
城
市
立
病
院
、
自
治
医

科
大
学
付
属
病
院
、
七
会
村
国
保
診
療

所
、
県
立
中
央
病
院
、
石
岡
脳
神
経
外

科
に
勤
務
、
２
０
０
２
年
春
か
ら
は
、

大
学
友
人
が
立
ち
上
げ
た
群
馬
県
の
西

吾
妻
福
祉
病
院
に
勤
め
て
お
り
ま
し

た
。
群
馬
の
病
院
も
都
市
部
の
病
院
で

は
な
く
地
域
の
病
院
で
、
脳
神
経
外
科

を
一
人
で
担
当
し
、
ほ
か
に
も
総
合
診

療
的
な
外
来
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
秋
か
ら
は
茨
城
県
に
戻
り

今
年
３
月
ま
で
北
茨
城
市
民
病
院
に
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

小
島
副
院
長
と
は
自
治
医
科
大
学
の

ラ
グ
ビ
ー
部
の
仲
間
で
以
前
よ
り
当
院

へ
の
誘
い
が
あ
り
、
今
回
４
月
よ
り
こ

ち
ら
で
脳
神
経
外
科
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

｜
｜ 

医
師
と
し
て
の
経
験
年
数
の
長

い
先
生
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
あ
る
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
印
象
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま

す
で
し
ょ
う
か
？

楠
医
師 

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
当
院
内
科
外
来
受
付
で
、
偶

然
常
陸
大
宮
在
住
の
Ｉ
氏
に
お
会
い
し

ま
し
た
。
Ｉ
氏
は
、
初
期
研
修
時
代
に

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん

で
、
し
ば
ら
く
外
来
で
も
診
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
実
に
17
年
ぶ

り
の
対
面
で
し
た
が
、
大
変
お
元
気
そ

う
で
い
ら
し
て
、
私
の
事
も
覚
え
て
い

て
く
れ
、
思
い
出
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
医
者
冥
利
に
尽
き
る
こ
と

で
す
ね
。

｜
｜ 

日
々
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
と

の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
な
か
、
17
年

ぶ
り
で
も
お
互
い
が
覚
え
て
い
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
、
一
つ
一
つ
の
症
例
に
真

摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
と

感
じ
ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

｜
｜ 

月つ
き
な
み次
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生

の
ご
趣
味
な
ど
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

楠
医
師 

群
馬
で
は
し
ば
ら
く
単
身
赴

任
で
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
夜
が
長
い

の
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
本
を
よ
む
機

会
が
増
え
て
い
き
沢
山
の
小
説
を
読
み

ま
し
た
。
３
０
０
冊
以
上
は
読
ん
だ
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
好
き
作
家
は
、
新
田
次

郎
・
浅
田
次
郎
・
内
田
康
夫
・
今
野
敏
・

横
山
秀
夫
・
東
野
圭
吾
・
伊
坂
幸
太
郎
・

道
尾
秀
介
・
・
・

｜
｜ 
ミ
ス
テ
リ
ー
系
が
お
好
き
な
の

で
す
ね
。

楠
医
師 

学
生
時
代
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も

好
き
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
な
ど
は
、
テ
レ

ビ
だ
け
で
は
な
く
ス
タ
ジ
ア
ム
に
見
に

行
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
の
大
フ
ァ
ン
で
最
近
観
に
行

け
て
な
い
の
で
是
非
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

写
真
も
少
し
や
っ
て
お
り
ま
す
が
下

手
の
横
好
き
で
す
。
院
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
作
っ
て
同
じ
趣
味
の
皆
さ
ん
で
写
真

を
飾
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

楠
医
師 

さ
て
、
い
よ
い
よ
仕
事
の
話

を
し
ま
し
ょ
う
か
。

一
同 　

笑
｜

｜ 

広
報
誌
春
号
の
自
己
紹
介
文
に

て
、
脳
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
御
相
談

下
さ
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、「
脳
の
健

康
」
と
は
具
体
的
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
？

楠
医
師 

脳
神
経
外
科
で
扱
う
病
気
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、脳
卒
中（
脳
梗
塞
、脳
出
血
、

ク
モ
膜
下
出
血
）・
頭
部
外
傷
・
水
頭
症
、

水
頭
症
に
関
し
て
は
お
子
さ
ん
だ
け
で

は
無
く
大
人
に
お
い
て
も
物
忘
れ
の
原

因
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

て
ん
か
ん
（
症
候
性
て
ん
か
ん
・
原

発
性
て
ん
か
ん
）・
認
知
症
・
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
（
症
候
群
）・
慢
性
頭
痛
・

顔
面
神
経
麻
痺
・
三
叉
神
経
痛
等
々
が

あ
り
ま
す
。

　

原
発
性
て
ん
か
ん
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
、
神
経
内
科
の
分
野
で
は
あ
り

ま
す
が
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
病
院
が

少
な
い
で
す
か
ら
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、
頸
椎
、
首
の
病
気
に
関
し
て

も
な
ど
整
形
外
科
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

し
ま
す
が
診
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ほ
か
に
も
脳
の
不
調
を
心
配
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

脳
神
経
外
科
で
扱
う
疾
患
は
、
急
を

要
す
る
も
の
が
あ
り
、
当
院
で
対
処
で

き
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
高
次
医
療
機
関
と
の
連
携
を
大
切

に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

脳神経外科　部長

医師楠　浩
くすのき ひろし

インタビュー
Dr
ドクター
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Message from Medical StaffMessage from Medical Staff

医療安全推進室・感染対策室からのメッセージ

がん検診精密検査医療機関について
　がん検診精密検査医療機関とは、検診実施機関において「要精密検査」
と判定された方に対して精密検査を行う精密検査医療機関のうち、茨城県
が精密検査能力等を調査検討したうえで登録した医療機関です。

がん検診精密検査医療機関について
　がん検診精密検査医療機関とは、検診実施機関において「要精密検査」

豆知
識

■ 胃がん検診精密医療機関　　■ 大腸がん検診精密医療機関
■ 乳がん検診精密医療機関　　■ 肺がん検診精密医療機関

当院のがん検診精密検査医療機関登録状況

と判定された方に対して精密検査を行う精密検査医療機関のうち、茨城県

■ 医療安全推進室 小橋　しのぶ

　6月より医療安全管理者専従となりました小橋です。

　今年度の目標として当院の理念・基本方針に基づき

医療事故の発生、再発防止をする事を目標に活動を行っ

ています。

　医療の安全対策は、医療安全管理者が１人で頑張れ

ば良いというわけではなく、組織全体として取り組んで

いく必要があると言えます。

　病院に来院された皆様が安心して、安全に医療が受

けられるよう多くの部署、多くの職種で日々検討を重ね

環境を整えるために頑張って

います。

　今後ともご理解とご協力を

いただきながら安心安全な病

院を目指し笑顔で頑張ってい

きたいと思います。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

■ 感染対策室 渡邉　明子

　こんにちは。はじめまして。6月より感染対策室で勤

務しています看護師の渡邉です。

　みなさんは、風邪をひいたり、お腹を壊したりしたこ

とはありますか？

　熱が出るインフルエンザやお腹を壊すことがある胃腸

炎などは、目には見えない微生物であるウイルスなどが、

ヒトからヒトに「うつる」ことで罹ります。なぜ、「うつる」

のでしょうか。ご存じの方も多いとは思いますが、主に

ヒトの手から手や、よく触るドアノブなどを介してうつり

ます。手についたウイルスなどは、私たちが無意識に鼻

や口を触ってしまうことで体の中に入り、体の中でその

ウイルスが増えることで熱が出たりお腹を壊したりする

のです。その「うつる」ことを「うつさない」ようにする

のが感染対策室の役割です。

　そのため感染対策室では、みなさまに安心で安全な

医療を提供できるよう、日頃から感染予防に努めてい

ます。特に、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師の

感染対策チームで病院内の隅々を回り、病院内がきれ

いに保たれているか、職員の手の衛生が保たれている

かなどの確認をしています。そして、院内での感染症の

発生をなくすために、職員に対しては勉強会などを行っ

ています。また、患者さんやお見舞いの方へのマスク着

用や手洗いをお願いすることもありますので、どうぞご

理解ご協力おねがいします。

　きちんとした手の洗い方やマスクの付け

方など「うつらない」「うつさない」方法

のお手伝いをさせていただくこともありま

すが、感染対策でお悩みの際は、どうぞ

お気軽に声をお掛けください。

　当院では医療の質と安全性を高めるため、６月より「医療安全推進室」「感染対策室」に専従職員を

配置いたしました。本コーナーでは専従職員からみなさまへのメッセージをお届けします。
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● わたしたち常陸大宮済生会病院と皆さんを結ぶ広報誌【済生おおみや】●



　臨床検査は、病気の診断や治療、検診に使われる検査の 1つです。血液検査、心電図検査等を含め、あまり

にも広範囲で 1つの言葉で表しにくいので、検査に “臨床 ”を付けて臨床検査と呼んでいます。臨床検査は病院

や診療所、検診施設の他に、登録衛生検査所（検体検査のみ）で行われ、「臨床検査技師」という国家資格を持っ

た私達が検査を行っています。当検査科は臨床検査技師「10 名」と受付事務「2名」が在籍しております。

こんにちは！

常陸大宮済生会病院です
こんにちは！

わたしたち！

です！臨床検査科第６回

検体検査 ： 患者さんから取り出した材料（検体）で行う検査

血液検査  肝機能 腎機能 貧血 糖尿病 etc.

尿検査  潜血 糖 蛋白 比重 etc.

細菌検査  肺結核 敗血症 膀胱炎 Ｏ-157 etc.

輸血検査  血液型 輸血 etc.

【結核菌】
赤く染まって多数見える細長い菌
が結核菌です

【輸血用血液製剤】
全血製剤・赤血球製剤

生理検査 ： 患者さんの体に直接触れて行う検査

循環器系  心電図 負荷心電図 動脈硬化 etc.

呼吸器系  肺機能 睡眠時無呼吸 etc.

脳神経系  脳波 神経伝導速度 聴性脳幹反射 etc.

超音波系  心臓　血管　腹部　乳腺　甲状腺 etc.

【下肢動脈超音波検査】
血管が細くなってないか、詰まっ
てないか等の評価をします

【心臓超音波検査】
心筋梗塞や血液の逆流等の評価を
します

あなたは大丈夫ですか？
血圧が気になる！

コレステロールが気になる！
日中眠くなる！

動悸・息切れがする！
ヘビースモーカーである！
乳癌や甲状腺癌が心配！

などなど…

臨床検査ってなんだろう？ 病気の診断・治療・検診の
ための検査です！

臨床検査科は 検体検査 、 生理検査 の2部門に分かれています！
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社会福祉法人 済生会支部 茨城県済生会恩賜
財団

常陸大宮済生会病院

社会福祉法人 済生会支部 茨城県済生会恩賜
財団

常陸大宮済生会病院

Social Welfare Organization Imperial Gift Foundation, Inc.  Hitachiomiya Saiseikai Hospital

土曜日（第2・4を除く）、日曜日、祝日

午前 8：30～11：00
※ 診療科により受付時間・曜日が異なる場合がありますのでお問い合わせください。

外来受付時間

診療科目

休 診 日

月～金土
（祝日を除く）

内科 / 循環器内科 /呼吸器内科 /消化器内科
内分泌・代謝内科（糖尿病・脂質異常症）/ 小児科 / 外科
消化器外科 /整形外科 /脳神経外科 /泌尿器科 /肛門外科
形成外科 /皮膚科 / 放射線科 /リハビリテーション科

http://ho-saisei.jp

予約の変更は
月～金

予約
担当

午後 1：00～5：00
☎0295-52-5151

お知らせ・休診情報
最新情報はこちらで

茨城県 常陸大宮市 田子内町３０３３番３〒319-2256

FAX
0295-52-5725☎ 0295-52-5151
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特集 夏の不調にご用心！
●夏の不調にご用心！　熱中症特集
●Ｄｒインタビュー「 脳神経外科　楠医師」
●こんにちは！ 常陸大宮済生会病院です「臨床検査科」
●Oh!miya topics ほか
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わたしたち常陸大宮済生会病院と
皆さんを結ぶ広報誌
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2017.10.7 12:00から
15:00まで土

今年も楽しいイベントもりだくさん！今年も楽しいイベントもりだくさん！今年も楽しいイベントもりだくさん！今年も楽しいイベントもりだくさん！今年も楽しいイベントもりだくさん！今年も楽しいイベントもりだくさん！

2017.10.7
常陸大宮済

生会病院

Oh!miya

とぴっくす
topics
当院の様々な出来事や
情報をお届けします

topics
済生会ソ

フトボー
ル大会

市民健
康教室

全国の済生会グループ
によるソフトボール大会
が毎年開催されています。
残念な結果でしたが
来年も がんばるぞー！

６月 24 日（土）ピサーロにて
第 8回市民健康教室
「病院の上手なかかり方」
が開催されました。

次回は 11 月開催予定です。
ご参加お待ちしております！

INFORMATION

わたしたち常陸大宮済生会病院は共に働く
仲間を募集しています

詳しくはホームページにて

看護師 事務職医療技術職

Oh!miya

topics
Oh!miya

topics
Oh!miya


